
役場の窓辺から yakuba no madobe kara

福
祉
課
・
福
祉
室　

☎（
56
）２
２
２
４

温
か
い
善
意
に感謝

し
ま
す

　

5
月
2
日
、
中
川
根
中
学
校
よ
り
、
こ
の
た

び
の
熊
本
地
震
に
お
い
て
熊
本
・
大
分
両
県
で

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
と
、
生
徒
の
皆
さ
ん
や
保

護
者
の
方
々
か
ら
集
め
て
い
た
だ
い
た
義
援
金

３
万
２
千
４
２
２
円
の
寄
託
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、

全
額
被
災
者
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
お
気
持
ち
に
感
謝
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
茶
業
振
興
協
議
会
事
務
局（
役
場
産
業
課
内
）　

☎（
56
）２
２
２
6

　

５
月
30
日
、
町
茶
業
振
興
協
議
会（
会
長
・
鈴
木
敏
夫

町
長
）が
昨
年
実
施
し
た
川
根
茶
一
煎
パ
ッ
ク
の
提
供
に

対
し
て
感
謝
の
意
を
伝
え
る
た
め
、
日
本
茶
カ
フ
ェ「
地

蔵
庵
」（
福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
）の
オ
ー
ナ
ー
を
務
め
る

高
原
あ
か
ね
さ
ん
が
来
町
し
ま
し
た
。

　

日
本
茶
カ
フ
ェ「
地
蔵
庵
」は
、
原
発
事
故
に
伴
う
避
難

指
示
が
解
除
さ
れ
た
翌
月
の
平
成
27
年
10
月
に
、
日
本
茶

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
高
原
さ
ん
が
楢
葉
町
内
の
実
家
を

開
放
す
る
形
で
開
店
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、「
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
支
援
事

業
」（
※
）と
し
て
、
ま
た
川
根
茶
が
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
へ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
川
根
茶
の
一

煎
パ
ッ
ク
100
人
分
を
同
店
へ
提
供
し
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ

た
一
煎
パ
ッ
ク
は
、
開
店
当
日
に
来
場
者
へ
呈
茶
お
よ
び

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
原
さ
ん
と
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

梶
塚
宏
之
さ
ん
が
役
場
本
庁
舎
を
訪
れ
、
森
副
町
長
を
は

じ
め
関
係
者
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

高
原
さ
ん
は
、
今
も
震
災
の
影
響
が
続
く
楢
葉
町
の
様

子
を
説
明
し
た
上
で「
川
根
茶
を
呈
茶
す
る
こ
と
で
、
お

客
さ
ま
に
癒
し
と
元
気
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
今
後
も
川
根
茶
の
良
さ
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
貢
献
で
き
れ
ば
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

川
根
茶
で
被
災
地
に
癒
し
と
元
気
を

町
茶
業
振
興
協
議
会
実
施
の
川
根
茶
提
供
事
業
に
対
し
て
、

福
島
県
の
日
本
茶
カ
フ
ェ
か
ら
感
謝
の
来
町

※「
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
支
援
事
業
」

　

対
話
し
な
が
ら
産
地
の
良
さ
を
説
明
す

る
呈
茶
方
法
で
実
施
す
る
日
本
茶
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
活
動
の
中
に
お
い
て
、
積

極
的
に
川
根
茶
を
使
用
し
て
も
ら
う
よ
う

支
援
す
る
こ
と
で
、
消
費

者
と
川
根
茶
の
接
点
が
広

が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

本庁舎を訪れ、関係者に感謝を伝えた㊧高原さん
と㊨梶塚さん。

同校の福祉委員が役場福祉課を訪れました。

ここにも、一つの物語。
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◆川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

神東美希（かんとう　みき）
平成 24年５月から川根本町エコツーリズムネッ
トワーク事務局を担当。この４月から一般社団法
人エコティかわねの事務局長としてエコツーリズ
ムを核とした様々なまちづくり事業を展開。

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

エコティ
かわね 事

務局長

神東美希
の

５月29日、南アルプスユネスコ
エコパークの普通啓発活動

の一環として「大札山山頂ベンチ
設置イベント」を実施しました。大
井川流域の住民ボランティアの皆
さんの力をお借りして、ベンチの
材料となる木材を運び上げ組み立
てる、というものです。

エコパークの町・川根本町を代
表する大札山。山頂にあるベ

ンチは老朽化して、何年も前から
使えない状態でした。晴れた日に
は富士山や南アルプスの山々、伊
豆半島から浜名湖方面まで見渡
せる絶好の展望スポットに、古び
たベンチは似つかわしくありませ
ん。

ある時、会員さんのアイデアで
「エコティ主催でやっちゃお

う !!」ということに。ベンチ設置に
携わることで、参加者自らが自然
の素晴らしさを体感するととも
に、大札山や川根本町への愛着を
深めることが目的です。

役場が業者に頼んで設置する
ことも可能でしょうが、そう

すると人知れずいつの間にかベン
チが新しくなっているだけ。あえ
て住民自らの手でやることに意義
があると、私たちは考えたのです。

当日は参加者44名（うち半分
が町内）、エコティ会員13名

の計57名で３基のベンチを運搬、
設置しました。材料も人も大井川
流域産。材料費は役場で出しても
らいましたが、あとはすべてボラ
ンティア。山や自然を愛する流域
住民がともに汗を流し、力を合わ
せてやりきりました !!

合言葉は「みんなでやるからお
もしろい !!」。スタッフが特別

指示をしなくても皆さん率先して
動いてくださり、人の逞しさと温
かさを感じずにはいられませんで
した。体は疲れても、心は達成感で
いっぱい。ご協力いただいた皆さ
んに、この場を借りて改めてお礼
申し上げます。

エコティのＴはＴｒｙ（試みる、
努力する）の T。今回のイベ

ントを終えて「失敗を恐れずに自
ら行動していく組織でありたい」
と想いを強くしたのでした。

作業後は皆さん清々しい表情。大札山
に登る楽しみがまたひとつ増えました。

　「森と湖に親しむ旬間」は、森林や湖に親しむことにより心身をリ　「森と湖に親しむ旬間」は、森林や湖に親しむことにより心身をリ
フレッシュしながら森林やダムなどの持つ自然豊かな空間や社会生フレッシュしながら森林やダムなどの持つ自然豊かな空間や社会生
活に果たしている役割について理解を深めてもらうことを目的とし活に果たしている役割について理解を深めてもらうことを目的とし
ています。ています。
　長島ダムとその周辺では、人気イベントの語りべや長島ダムナイ　長島ダムとその周辺では、人気イベントの語りべや長島ダムナイ
トツアー、長島ダム内部探検、ダム湖巡視体験など、多くのイベントトツアー、長島ダム内部探検、ダム湖巡視体験など、多くのイベント
を用意しています。を用意しています。
　是非、この機会に長島ダムと接岨湖に来て下さい。　是非、この機会に長島ダムと接岨湖に来て下さい。

日　　時日　　時　　７月30日（土）　小雨決行　午前10時から午後７時30分まで７月30日（土）　小雨決行　午前10時から午後７時30分まで
会　　場会　　場　長島ダム、接岨湖周辺　長島ダム、接岨湖周辺
主　　催主　　催　長島ダム水源地域ビジョン推進会議　長島ダム水源地域ビジョン推進会議
共　　催共　　催　大井川長島ダム流域連携協議会　大井川長島ダム流域連携協議会
申し込み申し込み　長島ダム内部探検ツアー・語りべ・長島ダムナイトツアー　長島ダム内部探検ツアー・語りべ・長島ダムナイトツアー

は、当日受付です。ただし、ダム湖巡視体験は、長島ダム管は、当日受付です。ただし、ダム湖巡視体験は、長島ダム管
理所への予約が必要です。理所への予約が必要です。

【問】【問】国土交通省長島ダム管理所国土交通省長島ダム管理所
　　☎（59）1021（平日午前10時から午後４時まで）　　☎（59）1021（平日午前10時から午後４時まで）

7月30日、長島ダムがアツイ7月30日、長島ダムがアツイ
長島ダムとその周辺で「森と湖に親しむ旬間」のイベントを開催します。長島ダムとその周辺で「森と湖に親しむ旬間」のイベントを開催します。

17

7月号.indd   17 2016/06/27   15:53:22


